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【公表番号】特表2009-512783(P2009-512783A)
【公表日】平成21年3月26日(2009.3.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-012
【出願番号】特願2008-536963(P2008-536963)
【国際特許分類】
   Ｃ２１Ｄ   9/46     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/04     (2006.01)
   Ｂ２１Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２１Ｄ   9/46    　　　Ｔ
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０１Ｗ
   Ｃ２２Ｃ  38/04    　　　　
   Ｂ２１Ｂ   1/00    　　　Ｃ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年12月22日(2011.12.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００２】
　この構造の生成はＴＲＩＰ鋼の場合複雑である。なぜなら、フェライトとベイナイトの
ほかに、第３相が残留オーステナイとしてもしくはそれに続く変形の後でマルテンサイト
として存在するからである。ＴＲＩＰ鋼は今日ではほとんどが２段階焼鈍サイクルで製造
される。出発材料は、焼鈍処理によって二相空間内で約５０％α－５０％γの出発構造が
生じる熱間ストリップまたは冷間ストリップである。オーステナイトが炭素に対して高い
溶解性を有するので、より高い炭素濃度が生じる。焼鈍処理の後で、フェライト範囲とパ
ーライト範囲のそばを通過してベイナイト範囲内まで迅速な冷却が行われる。このベイナ
イト範囲には、若干の停止時間が等温で設けられる。オーステナイトはその一部がベイナ
イトに変態し、残りのオーステナイトが同時に炭素を更に含有する。それによって、マル
テンサイト開始温度Ｍｓは周囲温度よりも低い値に低下し、従って残留オーステナイトは
周囲温度でも存在し続ける。最終構造は４０～７０％のフェライト、１５～４０％のベイ
ナイトおよび５～２０％の残留オーステナイトからなっている。
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